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南北 備讃瀬戸 大橋海中基礎 工 事 の 現 況

　岡 111県倉敷市 と香川県坂出市 を結ぶ本州 四 国連絡橋，児

島 ・坂出ル ートは昨年 （昭和53年）10月南北備讃瀬戸 大橋

下部工 工 事 に 着工 以 来，好天 に 恵 まれ た こ と もあ っ て 順調

な ペ ース で 進捗 して い る 。

　南北備讃瀬戸大橋は ，国際航路 で あ る南 及 び 北備讃瀬戸

航路 を，そ れ ぞ れ 1100m 及び 990皿 の 中央径間で ま た ぐ

道路鉄道併用つ り橋 で あ り 中央 に は 両引きア ン カ レ イ ジ が

あ る 。 現在工事中の 基礎 は，北備讃瀬戸大橋 3P 主 塔基礎 ，

4A 共用 ア ン カ レ イ ジ，南備讃瀬戸大橋 5P 主塔基礎及 び

7A ア ン カ レイ ジの計 4基 で あ る 。

　 こ れ ら 下部工 建設 地 点 の 地 質 は ， 次 の とお りで あ る 。

3P ・4A 地点は ， 岩礁地帯 で 堆積層は厚 い 所 で も 3m 以

下 で あ る。基盤 は花崗せ ん緑岩 で ，基礎底面計画高 さは岩

盤 の 強度 の 点 か ら T ・P − IO　m と し た。支持層 とな る岩盤

は ， 本ル ートの 岩盤等級 （以下同 じ） で CL （弾性波速度

Vp ＝2．　0〜4．　7　km ！s）〜CM （同 2．5〜5．5km ！s ）層 で ， 掘

削除去すべ き砦盤 は， D （同L　2〜2．4km ！s）〜 CL 層 で あ

る 。 5P 地点 は 最大水深 25m で，最大厚約 7m の 堆積層

が 存在 し，その 下 の 岩盤 は片状ホ ル ン フ ェ ル ス 及 び 粗粒花

崗岩とか らな る 。基礎底面計画高さは ，
T ．P − 32m で，平

均 CL 級 の 岩盤 を支持層と して い る ． 掘削対象岩 は DN

CL 層で ある。7A 地 点 は，水深 13〜20m で ，約 25m 厚

の 堆積層が存在す る 。 基盤 は 風化が深部 ま で及 ん だ花崗せ

ん 緑岩 で あ る 。 基礎底面計画高 さは T ，P − 50皿 で C エ 級

の 岩盤 を支持層 とす る 。 7A は 底面積が 4　SOO　m2 と広 く

堆積層 を含む掘 削量 は約 60 万 rn3，内岩盤 は約 8万 m3 に

達す る 。 基礎 の 施工 法 は，設置ケー
ソ ン工 法 に よ る 。 こ の

工 法 は まず所定の 支持層 とな る岩盤 ま で 海底を開削 し，次

い で工 場 で 製作 した 鋼製 ケーソ ン を現場 ま で え い 航す る 。

海底の 開削部に鋼製ケーソ ン を沈設 し， こ の 内部 に プ レ パ

ッ ク ドコ ン ク リ・一・
　b を打設 し基礎を完成させ る 。現在，本

工 法 の 第
一

段階 に あた る海底掘削工 事 を 行 っ て い る。海中

掘削は ，
バ ケ ッ ト重量 90t級 の 超大型グラブ浚渫船 に よ り

行 うが あ らか じめ海底 せ ん 孔 発破に よ っ て 岩盤を破砕す る

工 法 を採 っ て い る。こ れ は岩盤部 の グ ラブ掘 削の 能率を高

め る と と もに 基礎底面 の 成形 を容易か つ 確実 にす る た め で

あ る。海底 せ ん 孔発破は ， 大型海上作業足 場 に と う載 した

せ ん 孔機に よ り約 2．Om ピ ッ チ で せ ん 孔 し，装薬後足場 を

退避させ て か ら発破 をす る もの で，こ れ を繰り返す 。 各基

礎 ご との 工事内容を表
一 1 に 示 す。掘 削ず りは，押航式土
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写真一1　 5P オーバーバ ーデ ン 発破 の 海面 状況

運船に よ っ て ， 所定 の 土捨 て 場 に 陸揚げ し 土捨す る。当海

域は，船舶 の 往来が 激 し く， 漁揚 も点在 して い る ため ， 海

上交通安全の 確保 が 厳 し く要求 され る。こ の た め 当公団 で

は海上情報管理室 を現場を望 む陸地 に 設け安全管理 の 徹底

を図 っ て い る 。 54年11月現在 に おけ る 本 工 事の 進捗伏況 は

次 の とお りで ある。 3P ・4A で は 発 破 と グラ ブ掘 削を併

行 して 実施 し て お り，発破 は 計画 吊：の 約50％を進渉 した。

5P は ， 発破及 び グ ラ ブ掘削 を完 了 し，大 ！l径 ロ
ータ リー

掘削機に よ り，鋼製 ケーソ ン 設 置面 の 不 陸整正 作業の 準 備

中で あ る。ま た 7A は，発破を完了 し堆積層 の グラ ブ掘削

に着手 し た。　　　　　　　　　　　 （文責 ： 徳永　剛平）

（原稿 受理 　　1979．11．29）

近 着 の 市 販 雑 誌 か ら

C 土木施 工 　1979．11 （山海堂）

　特 集　土 木構造物 の補修 ・
補強

○ 土 木施 工 　1979．／2 （山 海堂）

　バ ン コ ク上 水道導水 トン ネル ー海外初の 泥水シ ール ド工 事

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　是枝　卓也外 3名
　 智頭線 高倉 山 トン ネ ル （北工 区） に お ける 計測

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 野 々 垣 正夫外 2 名

　PC ア ン カーに よ る ケーソ ン 圧入 工 法 （無 騒音振 動工 法）

　 　一都市 内道路 トン ネル の 施工 と各種 施工 例　 　　 　泉　 　満 明

　常盤 自動 車道 （三 郷〜千 代田間）建設工 事の 概況 　　中村　　真

O 基礎工 　1979．11 （総 合土木研 究所 ）

京 北 新幹線の 構造物 と基 礎

東 北新幹線 に お け る設計基 準 と基 礎形式 の 選定

東北新斡練の地 形 と地 質

地下階の あ る 9径問連続 ラ
ー

メ ン 高架橋 の 基礎

ベ ノ トぐい を用い た 高架 橋基礎 の 設 計施工

地 下 連続 壁井筒基 礎 の 設計 ・施 工

大気圧 工 法 に よ る軟弱 地盤 強化の 試 験工 事

軟 現地盤 中の 連続 げ た の 設 計

向井 　軍 治

海野 　隆哉

大島　洋志

田 崎 昭雄外 2 名

同田　 安弘外 1 名

海 野 　隆哉外 5 名
勝 又 　　博外 1 名

　 　 西 村　昭彦

連続げた の 基 礎 と して の オープ ン ケーソ ン の 鉛 直載 荷試 験

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 佐藤　博紀外 1 名

荒川，新川地 区鋼管矢 板井筒 の 設 計

強 化路盤盛 土の 設計 ・
施工

線間に お け る ニ ュー
マ チ ッ ク ケーソ ン の 施工

厚 い ロ ーム 層上 の 車両基 地基礎 ぐい の 設 計施 工

○土木技 術　1979．工2 （土木技 術仕）

　流域下 水道建設 の 慨要

　下水道建設 の 特殊 技術工 法

　 　 1　 シ
ー

ル ド工 法

　 　H 　推進 工 法

　　皿 　特殊 推進工 の 「ア イ ア ン モ
ー

ル 工 法」

　地盤沈下 に 伴 うくい 基礎

　 　下 端部 の 空隙対 策

O 橋梁 と基礎 　1979．12 （建設 図書）

　十 三 湖大橋 の 計画 と施工

　基礎工 法の 叩拓と完成

　無子 沖地 質調 査の 概要

　 　 大植 　英亮

岩崎　高明外 1 名

　　 島閏　三 夫

　 　 イ甥 泰　大治

石井 晄一劇〜外 2 名

武見 　英雄

伊阪 　重信

高橋 孝司

斉藤　　彰外 3名

今井　光男外 3名

　 　 　浅間 達雄

島田喜十 郎外 1名
新 目之影橋 （仮称 ） の 計 画 と下 部工 の 設計 ・施工

加来　勝司外 1名
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O 土 質工 学に お1ナる確率・統計の 応用 に 関する研究 委員会（54．IL　2）
1．研 究テ

ー
マ ：斜 面 の 破壊 確率 と斜面 の 変位 との 関係

2．研 究 テ
ー

マ ：調 査と試験に関 して

O サ ン プ リン グ研究 委員会 （54．11．9）
1．　 Intemational　 manual に つ い て

2． 砂 の サ ン プ リ ン グ実験 につ い て

O 土 の現 場密度試験 方法基 準化委員 会 （54．11．14）
1．　 委 員会設趾 主 旨説明

2．　 委員 会活動方針 の 討 議

1． Dr．　Wilson との 打合せ 結果 （報告）
2． manual 作成 に つ い て の 検 討

O平 板載荷に よる地 盤の 支持 力試験 方法基 準化委員会 （54．IL28）

　1．第 6章 「試験結果の ま とめ 」 第 1 次案の 検討

O接 地圧に 関す る研 究委 員会 （54．11．29）
1234構造物設計 に 際 し て 接 地圧 が 問題 とな る場合 にっ い て

火力発電所 の マ ッ ト基礎実測結果

動的地盤 反力 に っ い て

接地 圧 計測上 の 問題点

O 現地 調査法 研 究委員会 （54．11．27）
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